
   

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

  

平成23年９月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成23年８月５日

上 場 会 社 名 日本フォームサービス株式会社 上場取引所 大

コ ー ド 番 号 ７８６９ URL http://www.forvice.co.jp

代  表  者 (役職名) 取締役社長 (氏名) 山下 岳英

問合せ先責任者
(役職名)  取締役総務部長兼 
     介護事業部担当  

(氏名) 大海原 秀人 (TEL)03(3636)0011

四半期報告書提出予定日 平成23年８月12日 配当支払開始予定日 ―

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年９月期第３四半期の連結業績（平成22年10月１日～平成23年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年９月期第３四半期 1,867 △24.3 51 △54.6 83 △41.6 28 △63.4

22年９月期第３四半期 2,467 50.7 112 ― 142 ― 76 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年９月期第３四半期 7 04 ―

22年９月期第３四半期 19 22 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年９月期第３四半期 4,213 2,883 68.4 723 32

22年９月期 4,027 2,874 71.4 720 96

(参考) 自己資本 23年９月期第３四半期 2,883百万円  22年９月期 2,874百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年９月期 ― 0 00 ― 5 00 5 00

23年９月期 ― 0 00 ―

23年９月期(予想) 5 00 5 00

3. 平成23年９月期の連結業績予想（平成22年10月１日～平成23年９月30日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,173 2.8 110 16.4 150 13.6 80 16.2 20 07



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「2. その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年９月期３Ｑ 4,020,000株 22年９月期 4,020,000株

② 期末自己株式数 23年９月期３Ｑ 33,191株 22年９月期 33,191株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年９月期３Ｑ 3,986,809株 22年９月期３Ｑ 3,986,870株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア経済を中心とした景気の持ち直しにより

一部に企業収益の改善や設備投資の増加等がみられ、全体的に緩やかな回復基調にて推移いたしまし

た。しかしながら、一時の低水準から回復してはいるものの、長期化する円高およびデフレの進行、

雇用環境も改善されず、個人消費も依然として低迷しており、さらに、３月11日に発生した「東日本

大震災」の甚大なる影響により、企業の生産活動や個人消費等の落ち込みにより、先行き不透明感は

さらに高まり、深刻かつ長期的な低迷が懸念される状況になっております。 

このような状況の下、当社グループの売上高は18億６千７百万円（前年同期比24.3％減）、営業利

益は５千１百万円（前年同期比54.6％減）、経常利益は８千３百万円（前年同期比41.6％減）、四半

期純利益は特別損失として所有資産の廃棄およびその付帯費用として固定資産除却損を２千６百万

円、法人税等合計を２千６百万円計上したことから、２千８百万円（前年同期比63.4％減）となりま

した。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

当社グループの主力である函物及び機械設備関連事業におきましては、環境関連製品を成長事業へ

発展させるべく、新規開発製品として、太陽光関連製品の市場投入やエコ関連製品の拡販を図り、企

業理念である“理想のカタチ“を市場に供給するため、お客様ニーズと向かい合い真の顧客満足を提

供するため、高度化・多様化する市場環境に対応すべく、カスタマイズプロダクトの設計及び提案営

業を強化してまいりました。 

その結果、主力製品である１９インチラック、アーム関連製品はもとより、天吊・壁掛金具やデジ

タルサイネージ用の自立筐体、官庁向けの収納ボックス等の販売拡充ができておりますが、前年同期

の学校教育関連製品のような特化した大口案件がなかったため、また、新製品の拡販として見込んで

いた太陽光関連製品の受注が第４四半期以降にずれ込んだことに起因し、売上高は13億６千７百万円

（前年同期比32.1％減）となりました。しかしながら、材料発注のコストダウン、さらに人員配置の

効率化による生産性の向上を図ることなどにより、原価率を改善することができ、また、経費削減を

継続した結果、経常利益は４千８百万円となりました。 

一方、第二の柱である介護関連事業におきましては、各介護事業者に対して法令順守を徹底した経

営がもとめられるとともに、介護福祉士等有資格者の人材確保が依然として困難な状況が続くなど、

厳しい経営環境となっております。しかしながら、平成21年10月より「介護職員処遇改善交付金」の

交付が開始され、介護従業者の雇用環境にも変化が見え始めました。 

在宅介護サービスにおきましては、一昨年新規オープンした「お元気クラブふかがわ」と「訪問看

護ステーション」が順調に新規顧客を確保することができたこと等により、売上高は３億７千４百万

円（前年同期比9.1％増）となりました。また、地域密着型介護サービスにおける認知症対応型共同

生活介護におきましては、居室稼働率が上昇し常時満床に近い状態を維持することができたことか

ら、売上高は１億２千５百万円（前年同期比12.6％増）となりました。 

以上の結果、介護関連事業における売上高は４億９千９百万円（前年同期比10.0％増）となり、利

益面に関しては、売上高の増加に伴い経常利益は３千４百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ１億８千５百万円増加し、42億１

千３百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が２億８百万円、原材料が４千３百万円増加し

たことに対し、受取手形及び売掛金が３千２百万円、有形固定資産が４千５百万円減少したこと等に

よるものであります。 

一方、負債は前連結会計年度末に比べ１億７千６百万円増加し、13億２千９百万円となりました。

主な要因は、短期借入金が１億４千６百万円、長期借入金が１億２千２百万円増加したことに対し、

未払法人税等が６千万円、未払金が２千４百万円減少したこと等によるものであります。 

また、純資産は前連結会計年度末に比べ９百万円増加し、28億８千３百万円となり、自己資本比率

は68.4％となりました。主な要因は、四半期純利益による利益剰余金の増加（２千８百万円）等が配

当金の支払いによる利益剰余金の減少（１千９百万円）等を上回ったことによるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況の分析 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ１億６千９百万円増加し、２億５千７百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、４千６百万円の支出

（前年同四半期は１億６千３百万円の収入）となりました。これは主に、減価償却費の計上による５

千３百万円の収入及び売上債権の減少による３千２百万円の収入があったことに対し、たな卸資産の

増加による７千万円の支出及び法人税等の支払による９千２百万円の支出があったこと等によるもの

であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、３千２百万円の支出

（前年同四半期は３千万円の支出）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入が４千２

百万円あったことに対し、定期預金の預入による支出が７千２百万円あったこと等によるものであり

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、２億４千８百万円の収

入（前年同四半期は１億２千８百万円の支出）となりました。これは主に、長期借入金の返済による

支出６千万円があったものの、短期借入金の純増加が１億４千６百万円、長期借入による収入が２億

円あったこと等によるものであります。 

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後さまざまな要因によ

り、予想数値と異なる可能性があります。なお、平成23年９月期の業績予想につきましては、平成22

年11月12日に発表いたしました「平成22年９月期 決算短信」の業績予想に変更はございません。 

今後何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

（一般債権の貸倒見積高の算定方法）  

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

当社は、介護施設等の不動産賃貸契約に基づき、退去時における原状回復に係る債務を有しておりま

すが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来移転する予定も無いことから、資産

除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上して

おりません。 

   

該当事項はありません。  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 394,286 185,308

受取手形及び売掛金 442,389 474,437

商品及び製品 36,318 22,623

仕掛品 27,243 13,743

原材料 134,987 91,899

繰延税金資産 19,477 17,522

未収還付法人税等 4,233 －

その他 18,767 17,155

貸倒引当金 △250 △250

流動資産合計 1,077,453 822,440

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 731,323 764,324

機械装置及び運搬具（純額） 30,935 38,145

土地 2,188,672 2,188,987

リース資産（純額） 20,344 24,047

その他（純額） 3,528 4,903

有形固定資産合計 2,974,804 3,020,408

無形固定資産 60,844 75,598

投資その他の資産

投資有価証券 12,123 10,877

繰延税金資産 49,094 51,085

その他 38,856 47,339

投資その他の資産合計 100,074 109,302

固定資産合計 3,135,723 3,205,310

資産合計 4,213,176 4,027,750
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 57,838 60,761

短期借入金 617,000 470,400

1年内返済予定の長期借入金 97,018 79,202

リース債務 24,262 24,316

未払法人税等 2,254 62,907

賞与引当金 26,550 18,950

その他 133,016 172,779

流動負債合計 957,940 889,316

固定負債

長期借入金 196,968 74,912

リース債務 53,899 72,051

役員退職慰労引当金 117,946 113,689

その他 2,670 3,445

固定負債合計 371,484 264,097

負債合計 1,329,425 1,153,413

純資産の部

株主資本

資本金 395,950 395,950

資本剰余金 230,000 230,000

利益剰余金 2,273,226 2,265,078

自己株式 △14,317 △14,317

株主資本合計 2,884,859 2,876,711

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,107 △2,374

評価・換算差額等合計 △1,107 △2,374

純資産合計 2,883,751 2,874,336

負債純資産合計 4,213,176 4,027,750
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 2,467,311 1,867,382

売上原価 1,785,947 1,262,263

売上総利益 681,364 605,119

販売費及び一般管理費 568,392 553,790

営業利益 112,971 51,328

営業外収益

受取利息 250 125

受取配当金 146 189

補助金収入 24,926 26,645

その他 17,266 15,110

営業外収益合計 42,589 42,071

営業外費用

支払利息 7,721 5,774

支払手数料 2,625 2,625

手形売却損 1,548 1,061

その他 1,016 625

営業外費用合計 12,911 10,086

経常利益 142,649 83,313

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 139

特別利益合計 － 139

特別損失

固定資産除却損 351 26,836

投資有価証券評価損 － 1,909

減損損失 － 315

特別損失合計 351 29,061

税金等調整前四半期純利益 142,297 54,391

法人税、住民税及び事業税 73,858 27,142

法人税等調整額 △8,193 △832

法人税等合計 65,664 26,309

四半期純利益 76,633 28,082
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【第３四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 544,380 531,275

売上原価 390,309 382,516

売上総利益 154,070 148,758

販売費及び一般管理費 188,342 183,507

営業損失（△） △34,271 △34,748

営業外収益

受取利息 36 15

受取配当金 43 60

補助金収入 10,243 8,719

その他 7,216 4,582

営業外収益合計 17,540 13,378

営業外費用

支払利息 2,118 1,853

支払手数料 875 875

手形売却損 765 347

その他 984 52

営業外費用合計 4,744 3,129

経常損失（△） △21,475 △24,499

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 76

特別利益合計 － 76

特別損失

固定資産除却損 46 －

投資有価証券評価損 － 36

減損損失 － 315

特別損失合計 46 351

税金等調整前四半期純損失（△） △21,522 △24,774

法人税、住民税及び事業税 △2,034 △2,202

法人税等調整額 △4,985 △6,100

法人税等合計 △7,020 △8,302

四半期純損失（△） △14,502 △16,471
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 142,297 54,391

減価償却費 56,813 53,612

固定資産除却損 351 26,836

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,909

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 －

受取利息及び受取配当金 △396 △314

支払利息 7,721 5,774

為替差損益（△は益） 565 85

売上債権の増減額（△は増加） △73,716 32,048

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,722 △70,282

仕入債務の増減額（△は減少） 19,810 △2,923

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,257 4,257

その他 32,718 △54,374

小計 186,740 51,019

利息及び配当金の受取額 396 314

利息の支払額 △7,721 △5,774

法人税等の支払額 △16,288 △92,027

営業活動によるキャッシュ・フロー 163,126 △46,467

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △66,535 △72,831

定期預金の払戻による収入 44,449 42,738

有形固定資産の取得による支出 △3,390 △405

投資有価証券の取得による支出 △4,216 △1,019

その他 △890 △530

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,583 △32,048

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △21,000 146,600

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △68,956 △60,128

自己株式の取得による支出 △123 －

リース債務の返済による支出 △17,947 △18,204

配当金の支払額 △20,111 △19,793

財務活動によるキャッシュ・フロー △128,138 248,473

現金及び現金同等物に係る換算差額 △565 △85

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,837 169,872

現金及び現金同等物の期首残高 66,353 87,757

現金及び現金同等物の四半期末残高 70,191 257,629
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日）  

 該当事項はありません。  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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  前第３四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日  至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分の方法                                         

    事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。    

２ 各区分に属する主要な製品・商品及びサービス 

(1) 函物及び機械設備関連事業 …………… MT（磁気テープ）キャビネット、19インチラック、アーム、収納

                    ロボット                     

(2) 介護関連事業 …………………………… 居宅介護支援、訪問介護、訪問入浴、福祉用具貸与・販売、認知

                    症対応型共同生活介護、通所介護  

  

  前第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日  至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分の方法                                         

    事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。    

２ 各区分に属する主要な製品・商品及びサービス 

(1) 函物及び機械設備関連事業 …………… MT（磁気テープ）キャビネット、19インチラック、アーム、収納

                    ロボット                     

(2) 介護関連事業 …………………………… 居宅介護支援、訪問介護、訪問入浴、福祉用具貸与・販売、認知

                    症対応型共同生活介護、通所介護  

  

 前第３四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）及び前第３四半期連結

累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日）において、本邦以外の国又は地域に所在す

る連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第３四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）及び前第３四半期連結

累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日）において、本邦以外の国又は地域に所在す

る連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

函物及び機械 
設備関連事業 
(千円)

介護関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

  (1) 外部顧客に対する 
      売上高

385,910 158,469 544,380 ― 544,380

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 385,910 158,469 544,380 ― 544,380

営業利益又は営業損失（△） △36,387 5,087 △31,300 (2,971) △34,271

函物及び機械 
設備関連事業 
(千円)

介護関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

  (1) 外部顧客に対する 
      売上高

2,012,645 454,665 2,467,311 ― 2,467,311

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,012,645 454,665 2,467,311 ― 2,467,311

営業利益 115,970 5,850 121,821 (8,849) 112,971

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

1. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。 

当社グループは、主に当社の各事業部が取扱う商品・製品及びサービスについて国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは当該事業グループを基礎とした製品・商品及びサービス別のセグメントから

構成されており、「函物及び機械設備関連事業」「介護関連事業」の２つを報告セグメントとしており

ます。 

「函物及び機械設備関連事業」は、ラック及びアーム関連製品の製造販売を行っており、「介護関連

事業」は、居宅介護支援、訪問介護、訪問入浴、福祉用具貸与・販売、認知症対応型共同生活介護、通

所介護等のサービスを提供しております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日) 

 
(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。 

  

当第３四半期連結会計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日) 

 
(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。 

【セグメント情報】

報告セグメント 四半期連結損益計算書
計上額 
（千円） 
（注）

函物及び機械
設備関連事業 
（千円） 

介護関連事業
（千円）

売上高

 外部顧客への売上高 1,367,469 499,913 1,867,382

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ―

計 1,367,469 499,913 1,867,382

セグメント利益 48,753 34,560 83,313

報告セグメント 四半期連結損益計算書
計上額 
（千円） 
（注）

函物及び機械
設備関連事業 
（千円） 

介護関連事業
（千円）

売上高

 外部顧客への売上高 360,724 170,551 531,275

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ―

計 360,724 170,551 531,275

セグメント利益 △33,252 8,753 △24,499
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日）  

 該当事項はありません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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